


































































































1. 噴出口／吸水口の掃除
噴出口／吸水口部分の清掃は、週に1回以上行ってください。
 ● 噴出口／吸水口にゴミがたまると、噴流の強さが弱くなったり、  
音の発生の原因となります。

手順
1）  噴出口／吸水口外カバーを矢印の方向へ回して取外してください。  
（ネジ込みとなっております。）

2）  噴出口／吸水口外カバーを掃除してください。

3）  噴出口／吸水口内カバーを掃除してください。  
（噴出口／吸水口内カバーは絶対に外さないでください。）
4）  掃除が終わったら、噴出口／吸水口外カバーを右回転方向に  
回して確実に取付けてください。  
（注意：4ヶ所の爪があります。）

 ● 取外し、取付けの際には、乱暴に扱わないでください。  
破損の原因になります。

警告
噴出口／吸水口 外 カバーを取外した状態では絶対に使用しないでください。
噴出口／吸水口 内 カバーを絶対に取外さないでください。
おぼれたり、ケガをするおそれがあります。
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お手入れ方法
日頃のお手入れは大切です。
以下に従ってお手入れを行ってください。

噴出口／吸水口外カバー

噴出口／吸水口内カバー

取外し方向
（取付けは、逆方向に回す。）
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警告
吸水口カバーを取りはずした状態やゆるんだ状態で使用しない
吸水口の内カバーをはずさない
運転中に、吸水口に髪の毛や手・足などが吸い込まれて、おぼれたり、ケガの原因になります。

1. 吸水口の掃除
 ● 吸水口カバー・内力バーを週1回以上掃除してください。
 ● 吸水口カバー・内力バーにゴミ類がたまると噴出機能が低下したり、  
音が大きくなる原因になります。また、から運転ランプが点灯して  
運転ができなくなります。
 ● 吸水口カバーは、取りはずした逆の手順で必ず取り付けて、  
ご使用ください。

2. ポンプユニット、配管の掃除
 ● 定期的に、市販の風呂釜用洗浄剤で洗浄してください。
 ● 2か月に1度は、肩湯運転と気泡運転をそれぞれ15分ずつ運転してください。

注意
リモコンにシャワーなどで水をかけないでください。
故障の原因となります。

3. リモコンのお手入れ
リモコンが汚れた場合には中性洗剤で軽くふいて  
乾いた布で水気を取ってください。
シンナー、ベンジン、アルコールなどでは拭かないでください。

1111

お手入れ方法
いつまでも快適にご使用いただくためには、日頃のお手入れが大切です。
なお、安全にお手入れをしていただくために、ゴム手袋の着用をおすすめします。

【吸水口カバーの取りはずし方】

週1回以上掃除してください。

吸水口カバー 吸水口の内カバー

左に回して引っ張る

4. 肩湯ユニットのお手入れ
 ● 肩湯ユニットの表面が汚れたときは、中性洗剤で軽く拭いて、乾いた布で十分に水気を取ってください。
シンナー、ベンジン、アルコールなどでは拭かないでください。
 ● 肩湯の吐水が乱れたり、割れたりするときは、毛先の柔らかい歯ブラシなどでノズル部を軽く清掃してください。

5. クッションピローのお手入れ
 ● クッションピローの表面が汚れたときは、取外して、中性洗剤で軽く拭いて、乾いた布で十分に水気を取ってく
ださい。
シンナー、ベンジン、アルコールなどでは拭かないでください。
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お手入れ方法

取付けるときは
突起部にはめ込む

クッションピロー

肩湯ユニット

ノズル部
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凍結防止について
本製品は寒冷地対応品ではありません。また寒冷地ではなくてもシステムバスルームの配管に凍結のおそれ
がある使用条件に設置する場合は、システムバスルームと接続している配管の水抜きを行う必要があります。
十分な水抜きを行わずに配管内で凍結した場合、製品の故障や水漏れの原因になることがあります。

お手入れのしかた
使ってはいけない道具・洗剤がありますので、ユニットバスの取扱説明書の内容も併せてご覧ください。

リモコン
●定期的に
リモコンの表面が汚れたときは、
湿った布でふいてください。

 注意
●洗浄ノズルは傷が付かないように掃除してください。
●洗浄ノズルの中に綿棒などを突っ込んだりしないでください。故障や性能低下の原因になります。

浴槽（全体）
●目安として2週間※に 1回。または、気になったときに
浴室用洗剤（中性）とスポンジで手洗いしてください。
※弊社洗浄試験による目安期間です。設置状況や使用状況
などにより変わります。

洗浄ノズル
●気になったときに
目に見えるところにごみなどが付いていたら、
綿棒などで取り除いてください。

ら知お せ

●浴槽のイラストは、一例となります。
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